
今月の
　記念日

鶏肉の
ノルウェー風

交野市職労　国武　裕次さん

協力：現業評議会・給食部会

①調味液Aの土しょうがとにんにくはすりおろす。
②一口大に切った鶏肉を調味液Aに漬け込み、下味をつける。
③漬け込んだ鶏肉に片栗粉を入れ、しっかりと混ぜあわせる。
④180℃の油で４～５分間揚げる。
⑤調味料Bを火にかけ一煮立ちさせる。
⑥⑤にこんがりと揚げた鶏肉を入れ、からませて、できあがり。

作り方

　名前の由来の「鯨肉のノルウェー風」は、懐かしい給食の味!!「ノルウェー
風」とは、もともとピーナッツを使った味付けを指す言葉でしたが、捕鯨のメ
ッカであるノルウェーの名を冠したとの説もあります。

材料（４人分）
■ 鶏もも肉皮付200ｇ、片栗粉40ｇ
　調味液A（土しょうが２ｇ、にんにく0.4ｇ、お酒４ｇ、濃口醤油４ｇ）
　調味料B（砂糖６ｇ、ケチャップ16ｇ、ウスターソース６ｇ、水２ｇ）

鶏唐揚げを
ケチャップ＋ソースにからめた
濃い目の味で子どもも大喜び

日常生活に
溶け込んだ世界遺産
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市
街
地
に

次
々
と
現
わ
れ
る
古
墳

　

古
市
古
墳
群
は
、
藤
井
寺
市
と
羽
曳
野

市
に
ま
た
が
り
、
２
０
１
９
年
に
堺
市
の

百
舌
鳥
（
も
ず
）
古
墳
群
と
と
も
に
、
大

阪
で
は
初
め
て
、
国
内
で
は
23
番
目
に
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

百
舌
鳥
古
墳
群
は
、
大だ

い

山せ
ん

古
墳
（
仁
徳

天
皇
陵
古
墳
）
の
周
辺
の
古
墳
群
で
、
大

山
古
墳
は
日
本
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
有

名
で
す
。
古
市
古
墳
群
で
は
、
応
神
天
皇

陵
古
墳
が
日
本
で
２
番
目
に
大
き
い
の
で

す
が
、
国
内
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
前
方
後
円
墳
、
円
墳
、
方

墳
な
ど
様
々
な

形
状
の
古
墳
が

１
２
０
基
を
超

え
て
、
４
世
紀

後
半
か
ら
６
世

紀
中
ご
ろ
ま
で

に
形
成
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ

て
お
り
、
い
ま

は
45
基
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

集
中
し
て
い
る
と
は
い
え
、
古
墳
と
古

墳
の
間
は
距
離
が
あ
り
、
市
街
地
に
大
小

の
墳
墓
が
次
々
と
出
現
し
ま
す
。
ま
さ
に

世
界
的
に
も
珍
し
い
貴
重
な
古
墳
群
で
す
。

歩
け
ば
出
会
う
観
光
ス
ポ
ッ
ト

　

古
墳
を
効
率
的
に
回
る
に
は
、
百
舌
鳥

・
古
市
古
墳
群
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進

本
部
会
議
が
発
行
す
る
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
マ
ッ
プ
」
が
お
勧
め
で
す
。「
健
脚
向

け
コ
ー
ス
約
５
・
２
㎞
約
３
時
間
」、「
ク

イ
ッ
ク
コ
ー
ス
約
３
㎞
約
１
・
５
時

間
」、「
撮
っ
て
お
き
！
コ
ー
ス
約
７
・
５

㎞
約
３
時
間
」
の
３
コ
ー
ス
で
す
。
日
本

で
２
番
目
に
大
き
い
応
神
天
皇
陵
古
墳
か

ら
、
盛
り
土
だ
け
の
見
過
ご
し
て
し
ま
い

そ
う
な
古
墳
ま
で
、
大
小
の
古
墳
を
飽
き

る
こ
と
な
く
楽
し
め
ま
す
。

古市古墳群

藤井寺市
羽曳野市

おおさか自治体の仲間　2020年６月15日　第364号 ４５ 2020年６月15日　第364号　おおさか自治体の仲間

「
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
／
ガ
ー
ル
」

「
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
／
ガ
ー
ル
」

　６月23日は沖縄慰霊の日です。75年前のこの日は、二十数万人の尊い命を奪った沖縄戦が事実上、終結した日
とされ県が定めました。最後の激戦地となった本島南端の摩文仁（まぶに）の丘にある平和祈念公園（糸満市）
では、「沖縄全戦没者追悼式」が開かれます。追悼式が開かれる公園の一角には、平和祈念資料館が建っています。
その「設立理念」は「沖縄戦の歴史的教訓を正しく次代に伝え、全世界の人びとに私たちのこころを訴え、もっ
て恒久平和の樹立に寄与する」とうたっています。「沖縄のこころ」とは「人間の尊厳を何よりも重く見て、戦争
につながる一切の行為を否定し、平和を求め、人間性の発露である文化をこよなく愛する心」（同文書）です。

沖縄慰霊の日
６月23日

　

バ
レ
リ
ー
ナ
を
夢
見
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
少
女
の
物
語
で
す
。
舞
台
は
ベ

ル
ギ
ー
、
15
歳
の
少
女
ラ
ラ
は
難
関
の
バ

レ
エ
学
校
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
、
毎
日

厳
し
い
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。
彼
女
は

男
の
体
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
性
別
適
合
手
術

は
延
期
に
な
り
、
今
は
医
師
や
父
親
と
相

談
し
な
が
ら
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
初
め
て
の
舞
台

公
演
が
迫
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ラ
ラ
の

才
能
に
嫉
妬
し
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
か

ら
放
た
れ
る
心
な
い
言
葉
、
そ
れ
に
成
長

す
る
に
つ
れ
男
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
体

と
そ
の
せ
い
で
思
い
通
り
に
踊
れ
な
い
こ

と
へ
の
焦
り
が
重
な
り
、
ラ
ラ
は
心
身
と

も
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
父
親

は
そ
ん
な
娘
を
必
死
に
支
え
よ
う
と
し
ま

す
が
、
父
と
娘
の
気
持
ち
は
交
差
し
、
あ

る
日
ラ
ラ
は
一
つ
の
決
断
を
し
ま
す
…
。

　

性
に
悩
む
人
た
ち
を
支
え
る
医
療
や
相

談
体
制
の
確
立
、
適
確
な
治
療
方
針
が
冷

静
に
示
さ
れ
る
こ
と
、
父
親
の
理
解
と
愛

情
の
深
さ
。
多
様
性
を
こ
こ
ま
で
受
け
入

れ
て
い
る
ベ
ル
ギ
ー
と
い
う
国
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。ラ
ス
ト
、葛
藤
を
乗
り
こ
え
夢

に
向
か
っ
て
進
む
ラ
ラ
の
姿
に
、
未
来
へ

の
光
が
見
え
ま
し
た
。
賛
否
両
論
が
あ
る

も
の
の
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
認

識
を
変
え
る
作
品
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

監
督
は
、
こ
れ
が
長
編
デ
ビ
ュ
ー
作
の

ル
ー
カ
ス
・
ド
ン
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭

で
カ
メ
ラ
ド
ー
ル
（
新
人
監
督
賞
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ラ
ラ
を
演
じ
た
の
は
現
役

ト
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
の
ビ
ク
ト
ー
ル
・
ポ
ル

ス
タ
ー
。
彼
は
少
女
の
揺
れ
動
く
心
を
繊

細
に
表
現
し
、
国
際
的
に
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

バ
レ
リ
ー
ナ
を
め
ざ
す
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

少
女
の
葛
藤
と
成
長
を
描
く
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ

小さくても立派な前方後円墳の峯ヶ塚古墳

高速道路の下にある赤面山古墳

　「アンネの日記」の著者、アンネ・フランクの言葉です。ナチス・ドイツ軍の占領
下という過酷な状況で、いつも明るく希望を失いませんでした。そんな彼女の信条が
伝わってきます。

　　 アンネ・フランク（1929年６月12日～1945年３月上旬）ユダヤ系ドイツ人の少女

薬を10錠飲むよりも

　　心から笑う方が良い


